
一般社団法人埼玉県老人福祉施設協議会 

 令和７年度事業計画 

 

＜事 業 方 針＞ 

 超少子高齢化の進行に伴う人材難、激甚化・頻発化する自然災害、さらには長期化する物価高

騰など、介護施設・事業所を取り巻く環境は一層厳しさを増しています。このような社会情勢下

においても、私たちには必要な介護サービスを提供し続けていくことが求められています。 

 そのためには、人材不足の中でも職員の負担軽減を図るとともに介護サービスの質の向上へと

繋げていくなどの介護現場の革新、防災や被災時の適切な対応など危機管理体制の強化、物価高

騰下における健全経営の確保などに取り組んでいく必要があります。 

 また、事業所単独では対応が困難な課題が増えてきていることから、本会会員施設間の連携を

更に強化しながら活動を推進していくことが重要であると考えます。 

 そこで、令和７年度においては、「介護サービスの質の向上」「危機管理体制の強化」「介護現

場における生産性の向上」を主眼に置きつつ活動に取り組みます。 

 具体的には、各委員会・部会において、それぞれ以下の事業方針・事業計画を定め、事業・研

修・調査等を実施してまいります。 

 さらに、物価高騰や感染症対策など社会情勢の変化に伴う諸課題について、関係各所との意見

交換や要望活動などを積極的に展開してまいります。 

 

 

１ 会 議 

（１）総 会 

   令和７年５月２１日（水）埼玉県県民健康センター  

    ・令和６年度事業報告 

    ・令和６年度貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書） 

     並びに財産目録の承認について 

    ・令和７年度事業計画並びに収支予算の承認について 

 

（２）監事会 

   令和７年４月２３日（水）彩の国すこやかプラザ 

    ・令和６年度事業及び会計監査 

 

（３）理事会 

   開催スケジュール 

  開催予定月日 主 な 案 件 

1 5月 21 日(水) 定期総会・施設長会議開催について 



2 7月 4 日(金) 埼玉県施策・予算編成に対する要望について 

3 10月 17日(金) 次年度事業方針について 

4 1月 23 日(金) 施設長会議について 

5 3月 23 日(月) 決算見込み・収支予算について 

  ※ 緊急の場合には、これ以外臨時に開催することがある。 

  ※ 他の会議・イベントと重複した場合は日程を変更することがある。 

  ※ 協議・報告事項の案件がない場合等に中止することがある。 

 

（４）正副会長会議 

   開催スケジュール 

  開催予定月日  

1 5月 21 日(水) 
① 原則として理事会開催日前に開催する。 

② 開催予定日に他の会議・イベントと重複した 

  場合は開催日を変更することがある。 

③ 協議・報告事項の案件がない場合等に中止する 

  ことがある。 

④ その他必要に応じて適宜開催 

2 6月 30 日(月) 

3 10月 14日(火) 

4 1月 19 日(月) 

5 3月 16 日(月) 

 

（５）正副会長・委員長・部会長会議 

※ 必要に応じて適宜開催 

 

 

２ 委員会・部会 

（１）総務委員会【老施協の運営、企画、立案、予算確保に関する事項】 

 ＜方 針＞ 

   本会活動の円滑な推進に資するため、運営、企画、立案及び予算確保に関する事項に

ついて、時宜を得た調査研究を行うほか、会員に対して有益な情報を会報やホームペー

ジ等を活用して積極的に発信します。 

   また、会員施設・事業所を取り巻く様々な課題やニーズを把握し、必要に応じて要望

等へ繋げてまいります。 

   ・介護報酬改定後の報酬・加算の状況や人材に関すること、事業継続（収支状況）に 

    関することなどについて、適宜、情報配信に努めます。 

   ・圏域ごとに会員施設・事業所の意見を広く聞き、人材確保や物価高騰など喫緊の課 

    題やニーズを丁寧に把握して、次年度に向けた要望事項を集約し、埼玉県等へ要望 

    活動を行います。 

   ・ホームページや会報などの更なる充実を図り会員への情報提供の強化に努めます。 

   ・会員の一層の拡大を図り、本会の安定運営並びに組織力向上に努めてまいります。 



 

 ＜委員会＞ 

  開催予定年月 主 な 案 件 

1 令和７年５月 埼玉県施策・予算編成に対する要望について 

2 令和７年６月 
埼玉県施策・予算編成に対する要望について 

施設長研修会、会報について 

3 令和７年１０月 Ｒ７施設長会議について 

4 令和８年２月 次年度事業計画、Ｒ８施設長会議について 

   ※ 開催月、内容は必要に応じて適宜変更する場合がある。 

 

 ＜事 業＞ 

○施設長会議（研修） 

 ・第１回 令和７年５月２１日（水） 

・第２回 令和８年１月（予定） 

○令和８年度埼玉県施策・予算編成に対する要望 

 ・各圏域からの要望等とりまとめ 

 ・県、県議会への提出、意見交換（令和７年７月～） 

○施設長研修会  

   ・令和７年７月頃開催予定 

○会報「ろうしきょう」の発行 

  ①VOL.25（5/1 発行） ②VOL.26（10/1 発行） ③VOL.27（1/1発行） 

 

 

（２）地域福祉委員会【地域福祉推進に関する事項】 

 ＜方 針＞ 

   介護現場において、今後益々必要とされる人材を確保するため、現在の社会活動を担

う現役世代から今後の日本の将来を託されている若い世代まで、幅広く「福祉の心」を

育む機会を提供し、介護の魅力を伝える活動を行います。 

    ・高齢者福祉施設ふれあい体験事業の実施については、広報活動を十分に行い「地 

     域交流」や「介護の仕事体験」を様々な世代に提供します。 

    ・高齢者福祉施設ふれあい体験事業を更に普及するため、実施事例等を共有できる 

     ようアンケート調査を行います。 

    ・埼玉県高齢者福祉研究大会及び埼玉県老人ホーム入園者創作品展を開催します。 

 

 

 



 ＜委員会＞ 

  開催予定年月 主 な 案 件 

1 令和７年５月 
高齢者福祉施設ふれあい体験事業について 

（アンケート調査・チラシの作成） 

2 令和７年７月 
高齢者福祉施設ふれあい体験事業の実施状況及びアンケー

ト調査の結果について 

3 令和８年２月 
高齢者福祉施設ふれあい体験事業振り返り 

事業計画・予算案について 

   ※ 開催月、内容は必要に応じて適宜変更する場合がある。 

 

 ＜委員会（埼玉県高齢者福祉研究大会企画・運営委員会）＞ 

  開催予定年月 主 な 案 件 

1 令和７年６月  開催要綱案・各種募集方法について 

2 令和７年９月 運営体制について 

3 令和７年１０月 係員説明会について 

4 令和８年１月 
大会振り返りについて 

予算案について 

5 令和８年３月 次回開催について 

    ※ 開催月、内容は必要に応じて適宜変更する場合がある。 

 

 ＜事 業＞ 

  ○高齢者福祉施設ふれあい体験事業の実施 

  ○地域交流や介護の仕事体験等に関する実施事例アンケート調査の実施 

  ○高齢者福祉研究大会の開催 

   ・開催日：令和７年１２月１０日（水）  開催場所:大宮ソニックシテイ 

  ○埼玉県老人ホーム入園者創作品展の開催（研究大会との同時開催） 

 

 

（３）研修委員会【会員施設職員の資質向上のための研修会を実施】 

 ＜方 針＞ 

   研修委員会は、超少子高齢化、人材難、自然災害の激甚化、物価高騰といった厳しい

社会情勢の中でも、質の高い介護サービスを提供し続けるための人材育成と支援を目的

としています。職員の負担軽減と介護サービスの質の向上、健全経営の確保を目指し、

研修を通じて介護現場の革新を推進します。 

  （研修プログラムの企画） 

   ・事務員、相談員、介護職、看護師、栄養士・調理員、介護支援専門員の６つのグル

ープで研修会を企画・実施します。各グループが今後研修内容を決定し、職員が最



新の知識と技術を習得できるように研修プログラムを企画します。 

  （合同研修の実施） 

   ・研修委員会と各部会の合同研修を実施し、複数の専門職が協力して学び合える場     

を提供します。これにより、異なる職種間の連携強化と総合的なケアの質の向上     

を目指します。 

 

 ＜委員会＞ 

  ○研修委員会     …適宜開催 

  ○各職種別研修委員会 …適宜開催 

 

 ＜事 業＞ 

  ○研修会 

 研修名 実施予定年月 内容（予定） 

1 事務員研修会① 
令和７年６月 

または８年７月 
「育児・介護休業法の改正について」 

2 生活相談員研修会 令和７年８月 
業務の効率化、生産性向上、カスタマ

ーハラスメントなど（未定） 

3 介護職員研修会 令和７年９月 
リスクマネジメント、チームワーク・

人材育成など（未定） 

4 看護職員研修会 令和８年１月 「最期まで目一杯生きる」 

5 栄養士・調理員研修会 令和７年１１月 
「新調理方式について～厨房の人員不

足に対するアプローチを考える」 

6 事務員研修会② 
令和７年１２月 

または８年１月 
「問題行動のある職員への対応」 

7 介護支援専門員研修会 令和７年１０月 
「施設ケアマネの存在意義を思い出そ

う」 

8 
研修委員会･部会合同

研修会 
令和８年１月 「身体拘束・虐待予防」 

   ※ 開催月、内容は必要に応じて適宜変更する場合がある。 

 

 

（４）部 会【デイサービス、地域包括・在宅介護・居宅介護支援、養護・軽費老人 

              ホーム・ケアハウス、ユニットケアの事業運営に関する調査研究、研修】 

 ＜方 針＞ 

   令和４年度から、あらためて活動の中心を本来の「調査」とした部会・分科会におい



ては、「現況調査の結果（状況）を明確化すること、そしてその中から課題を抽出する

こと」に重きをおいてまいりました。 

   部会・分科会ごとに課題を抽出する方法や抽出した課題を会員と一緒に考える方法に

こそ違いはありますが、「研修会の実施」「関係機関等を交えた必要な情報提供の提言」

「今まで以上に横の連携を強固にする座談会」を開催することにより、会員のみなさま

が求めている情報に更に根拠を示した情報の提供や、交流の場を作り上げていく取り組

みを続けてまいります。 

   今年度は新たに今までの現況調査の課題抽出に加え、これらの調査結果をアウトプッ

トで終わらせず、アウトカムに結び付けられるよう取り組みをすすめるとともに、引き

続き研修委員会との協調を進め、より良い研修を提供できるよう、質の向上に努めます。 

   ・部会毎に高齢者福祉・介護サービスのあり方、介護保険制度の動向などの課題等に 

    ついて協議し、施設・事業所共通課題に関する調査研究や研修を実施します。 

 

 ＜部会会議＞ 

  ○部会担当理事会議    …適宜開催 

  ○部会種別委員打合せ会議 …適宜開催 

 

 ＜事 業＞ 

  ○課題の抽出及び調査・研究等の実施 

   ・部会、分科会において課題等を抽出し、課題に応じて調査・研究、提言、座談会、 

    研修、先進的な関係機関との意見交換等を実施 

  ○研修委員会との合同研修 

   ・研修委員会と協力して、幅広いニーズに応える研修を合同で企画、実施 

  ○調査・研修 

 部会名 実施予定年月 内容（予定） 

1 デイサービス部会 
７年９月(調査) 

８年２月(研修) 

運営・経営状況等について調査の実施

および研修の開催 

2 
地域包括・在宅介護支

援・居宅介護支援部会 
各分科会による ＤＸの推進等について 

3 
養護・軽費・ケアハウ

ス部会 
各分科会による 

調査の実施および研修・座談会・施設

見学等の開催 

4 ユニットケア研究部会 
７年９月(調査) 

１２月頃(研修) 

ユニット型施設向け調査の実施および

研修の開催 

   ※ 開催月、内容は必要に応じて適宜変更する場合がある。 

 

 

 



（５）２１世紀委員会【次世代を担う若手役職員が、諸課題や介護現場の将来像を 

           模索・検討し行動するために各種事業を行う】 

 ＜方 針＞ 

   次世代を担う若手リーダーが現場で抱える諸課題を共有し、それらを解決する道筋を

示せるように活動をします。 

   ・21世紀委員会では高齢者福祉の未来のために、次世代を担うＫＡＩＧＯ義塾で若手 

    職員同士の仲間づくりと管理者の育成、更に地域との共存・共営を意識した健全経 

    営に繋がる魅力ある研修を企画いたします。 

   ・全国老施協の JS次世代委員会との連携協力のほか、県社協の福祉業界就活オープ 

    ニングセミナーへの協力など関係機関と連携して福祉の魅力を発信してまいります。 

 

 ＜事 業＞ 

  ○ＫＡＩＧＯ義塾 ２回開催 

  〇生産性向上に向けた課題研究（先進事業所の視察、ＡＩの活用等） 

  ○その他通年事業 

   ・全国老施協 JS次世代委員会との連携、協力 

   ・福祉業界就活オープニングセミナーinさいたまへの協力 

   ・埼玉県介護職員しっかり応援プロジェクトへの協力 

 ＜委員会＞ 

  開催予定年月 主 な 案 件 

1 令和７年５月 

令和 7 年度事業について 

・KAIGO義塾について 

・生産性向上に向けた課題研究 ほか 

2 令和７年７月 
KAIGO義塾、生産性向上に向けた課題研究の計画具

体化  ほか 

3 令和７年９月 
KAIGO義塾開催要綱、生産性向上に向けた課題研究 

ほか 

4 令和７年１０月 KAIGO義塾開催 

5 令和７年１１月 
KAIGO義塾の振り返り、第 2回 KAIGO 義塾について 

生産性向上に向けた課題研究 ほか 

6 令和７年１２月 
第 2回 KAIGO 義塾開催要綱、生産性向上に向けた

課題研究まとめ ほか 

7 令和８年２月 
第 2回 KAIGO 義塾開催 

令和 8 年度の活動方針・計画について 

   ※ 開催月、内容は必要に応じて適宜変更する場合がある。 

 

 

（６）危機管理対策検討委員会【本会の防災対策・感染症対策等の充実強化とその円滑な推

進を図るために各種事業を行う】 

 ＜方 針＞ 

   危機管理に関するマニュアルを見直し、組織の役割分担を明確にし、有事の際は迅速



に連携が取れるよう災害時連絡体制、相互応援体制の確立を図ります。また、関係機関

との連携による災害対策の体制を構築していきます。 

   ・災害に対し組織的な対応が図れるよう災害発生時の連絡体制―支援体制ガイドの見 

    直しを行い本部、エリア、圏域、会員施設の役割分担・責任を明確にする。 

   ・安否確認を主眼とした訓練を定期的に実施し、訓練をとおしてエリア間・圏域間の 

    連携を強化し、有事の際は迅速に応援協力体制が取れる体制を構築していく。 

   ・災害発生時、関係機関と情報の共有並びに連携を図る仕組みづくりに取り組む。 

   ・組織内連絡手段をより強固なものにしていくため、会員施設の意見を調査し、さら 

    なる通信遮断音信不通時の代替手段を検討し、実用性の高い情報通信技術（ソフ 

    ト・アプリ等）の研究を進める。 

   ・感染症や災害が発生した場合であっても、必要な介護サービスが継続的に提供でき 

    る体制を整備するため業務継続計画の運用並びに見直しに関する研修を行う。 

 

 ＜委員会＞ 

  開催予定年月 主 な 案 件 

1 令和７年６月 
訓練・研修の具体化・各マニュアル整備、関係機関との連

携について 

2 令和７年１２月 

稼働訓練の反省、エリア訓練の具体化、来年度の事業方

針・事業内容、ＢＣＰ研修の振り返り 来年度の研修案、

関係機関との連携について 

3 令和８年２月 エリア訓練の反省、訓練の具体化、マニュアル等の見直し 

   ※ 開催月、内容は必要に応じて適宜変更する場合がある。 

 

 ＜事 業＞ 

  ○災害用アプリを用いた一斉情報共有システム稼働訓練 

   ・年３回：６月２４日（火）、９月１１日（木）、３月１１日（水） 

  ○エリア防災訓練（年１回１月～２月 エリアごとに訓練計画・実施） 

  ○ＢＣＰ活用及び更新研修（年１回６月～９月） 

 

 

３ 全国大会開催日程 

（１）第４回 全国老人福祉施設大会・研究会議 ～JSフェスティバル in 山口～ 

    令和７年１２月４日（木）～１２月５日（金） 

山口県山口市（大津プリンスホテルコンベンションホール「淡海」他） 

（２）全国地域包括・在宅介護支援センター研究大会 

   令和７年１０月２８日（火）～１０月２９日（水） 

   宮崎県宮崎市（宮崎観光ホテル） 

 

 



４ 関東ブロック大会等開催日程 

（１）第６０回関東ブロック老人福祉施設研究総会（東京大会） 

令和７年６月１２日（木）～１３日（金） 

（２）関東ブロック老人福祉施設連絡協議会代表者会議（年３～４回） 

 

 

５ 関係機関・団体との連携等 

（１）全国老人福祉施設協議会及び全国地域包括・在宅介護支援センター協議会、関東ブロ 

   ック老人福祉施設連絡協議会との連携 

（２）埼玉県及び県社協種別組織（経営者協議会及び施設連絡会等）との連携 

（３）社会福祉士会、介護福祉士会、介護支援専門員協会、栄養士会等専門職団体との連携 

（４）民間事業者連絡会、養成校との連携 

（５）その他団体との諸調整・取り組み等 随時 

 

 

６ 災害対応にかかる県との連携 

 災害発生時においては、埼玉県と締結した「災害時における老人福祉施設の応援、協力等

に関する基本協定」及び「埼玉県災害派遣福祉チームの派遣に関する基本協定」に基づき、

県の関係部課と密に連携を図りながら対応していく。 


